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ことを明らかにした。同様の結果は、CHO-K1-PLAP 細胞株を用いた PLAP 遊離実験でも確認された。
さらに、CHO-K1-PLAP細胞株について、GPI-アンカーを構成するエタノールアミンをラベルし切断部
位を特定した結果、CESタンパクは細胞膜とエタノールアミンの間で GPI-アンカー型タンパク質の切
断を起こすことを示した。 
本論文は、CESタンパクが、既知のエステラーゼ活性ドメインに依存せずに、GPI-アンカー型タンパ
ク質を切断する新たな酵素活性を有することを明らかにしたもので、膜タンパクの生理活性の制御を
研究する上で重要な知見を与えるものである。 
よって、本研究は、博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定された。 
 
 
